
お ,, 半導体”を使ってエネルギー問題に解決策を！
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半導体サイエンスプログラム准教授 この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
浅見明太
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研究内容

出身：東京都青梅市
趣味：カヌー、プランター栽培、サーフィン（願望）
講義：電気回路、光エりトロニクス、等
専門：太陽光発電、量子構造、半導体工学

」t寄自由なところです。コ邸・タイパに囚われず、気の
済むまで自分のやりたいことに没頭できます！

太陽電池の高効率化と低コスHヒ
► 景子構造という半導体微細構造を用いることで、これまでよりも
高効率な次世代太陽電池の開発を目指しています。

► これまでにない新たな半導体結晶成長手法の開発に挑戦し、
太陽電池の低コス日ヒに取り組んでいます。

► オーストラリアやフランスの大学・研究所との共同研究など、世界の仲間
と一丸になってエネルギー問題の解決に挑んでいます。

集光型太陽光発電—熱給湯器を使った災害対策システムの構築

► 災害時のエネルギー供給源になるような太陽光エネルギー変換システム
の構築を行っています。工学の力でしつかりと災害に備えます。

► 平常時は電力と温水を青果のハウス栽培や生乳の殺菌に使うことを
考えています。農畜産業の脱炭素化にも取り組みます。

~ 

► 研究を積み重ねることで、エネルギー問題の改善、解決につながりま
す。持続可能な社会を創ります！

► 最先端の半導体研究を通して、半導体人材として社会で活躍する

ための知識・技術を身につけられます。

► 量子構造における物理は非常に奥が深いです。半導体物性、量子
力学等の面白い学問を楽しく学べます。

► 太陽電池の作製を通じて、半導体デバイスのものづくりや関連技術も
実際に体験して習得できます。
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集光型太陽光発電—熱給湯器 実現したい可搬型災害復旧車のイメージ図
複合システムの実証実験 （生成AI(DALL-E)と画像編集で作成）
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作製した太陽電池の 特殊な装臨(MOVPE装置）を用いて フランスの研究機関との合同ワークショップ 集光型太陽光発電—熱給湯器複合システムの模式図。
発電特性評価の様子 半導体結晶を成長している様子＠東大 (https://sp, t. u-tokyo .ac.J p/UT okyo _Pa nsGrandesEcoles/eventJ 49 0/) レンズで集光することで太陽電池のコストを削減
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6 原子レベルで制御した新規半導体材料の開発評価
..... W:fi謀芹“翡溢均 □国

虐
半導体サイエンスプログラム准教授

鈴木秀俊

出身：岐阜県土岐市
趣味：プラモデル
講義：電子物性工学、応用数学II、等
専門：結晶工学

ひとこと
これからの情報化社会において半導体は必要不可欠な
存在です。将来に役立つ知識と技術を一緒に学んでいき

研究内容 ましょう！

宮崎大学独自の結晶成長手法を用いた新規半導体材料の開発

► 半導体結晶を原子 1 層ごとに作製可能な原子層エピタキシー法を
用いた、構成原子の分布を原子レベルで制御した新規半導体材料
の開発

► メモリやロジック半導体に利用されるシリコン上に、センサーや発光デバ
イスに利用される化合物半導体を直接成長させた半導体材料の開
発

放射光を用いた半導体材料中の欠陥評価
► 放射光施設の高輝度X線を利用し、半導体材料作製中の欠陥形
成過程のリアルタイム観察

► 一枚の半導体ウェハー上に同時に作製されたデバイス素子の特性ば
らつきの起源となる欠陥分布の評価
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この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► AIやIoTなど、現在注目を浴びている情報技術の基盤となるのは、
情報機器の眼や耳となるセンサーや頭脳となる演算素子であり、これ
らは半導体から作られています。本研究を通した半導体材料そのもの
の特性向上は、さらに便利な情報化社会の実現に役立ちます。

► 本研究では、 SPring-8や九州シンクロトロン光研究センターなど、外
部の大規模実験施設を利用した実験をおこなっています。半導体の
基礎が学べるとともに、世界最先端の実験機器に触れることができま
す。

半導体作製装置（原子屑エピタキシー装置）

暢紐応虹量畑 ウェ噸限枷：ばらつ9
帽子面の帽き分布
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一つの半導体ウェハ内に作製した太陽電池セルの特性のばらつきと欠陥評価

6 放射線を可視化する半導体イメージセンサ
.... Wrii謀四認忠i零

半導体サイエンスプログラム准教授
武田彩希

出身：大阪府高槻市
趣味：写真撮影
講義：熱力学、プログラミング言語、等
専門：放射線計測

ひとこと
いろいろなことに興味をもち、アンテナを張ってピンと
きたものにぜひチャレンジしてみてください！

研究内容
放射線をとらえて物理現象を解析する
► 目に見えない放射線を可視化し、物理現象を解析し、様々な情報
を得ます。

► 放射線の可視化として、例えば、 X線やガンマ線は医療や宇宙観測
に、中性子線は材料開発や非破壊検査に活用されています。

放をとらえる半導体イメージセンサ「SOI-CMOSイメージセンサ」
► 基本的には、デジタルカメラやスマートフォンのカメラに使われている
CMOSイメージセンサと同じですが、透過力の高い放射線をとらえるた
めに、厚いセンサ眉が必要となります。

► 産業界のSOI(Silicon-on-Insulator)という技術を利用し、純国
産の「SOI-CMOSイメージセンサ」を開発しました。
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開発した半導体イメージセンサで観測したa線（左） 設計・製造したSOI-CMOS
と電子線（右） イメージセンサのチップ写真

この研究はどう役立つ？研究から学べることは？
► X線・ガンで現中性子線・ミューオンなどを通して可視化することで、
内部を透過する非破壊検査や新規材料開発に役立ちます。他にも、
ガンマ線カメラの医療装置や環境放射線観測装置への応用など役
に立つ場面は多いです。また、宇宙X線観測により、新たなサイエンス
が切り拓けるかもしれません。

► 目に見えない放射線を可視
化する技術を通して、半導体

イメージセンサの基礎、制御に

必要な基板の設計、デジタル
回路をプログラムで設計し実 a
装するFPGAの技術、データ
解析に必要なプログラムの知
識を身につけることができます。

もちろん、放射線計測の物理
や評価方法も身につきます。
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SOI-CMOSイメージセンサの評価
システム

圃舅に胃••I': 「ll'fL.

開発したSOI-CMOSイメージセンサによる「煮干し」のレンI--?'ン撮影
(1/1000秒間のX線照射.3枚の画像を合成）

~ 加速器を使って極小サイズの原子核を「見る」
ニ蹂謀四翡忠芯

半導体サイエンスプログラム准教授

前田幸重

n図
出身：東京都
- 趣味：フヲわス、スキューバダイビング、テニス、能面
講義：力学、統計力学、原子核物理学、等
専門：実験原子核物理

ひとこと
勉強は大事だよ。無知は誰かを傷つける。
（漫画家・遠藤淑子『心の家路』より）

研究内容
加速器施設を利用した、原子核の性質についての基礎的研究
► 原子核は非常に小さい（直径は約 100兆分の1メートル）ので、目
では見えません。可視光の代わりに、加速器で高速に加速した粒子
を原子核にぶつけて、反跳し尼拉子を放射線検出器で測定すること
で「見る」、つまり原子核について研究することができます。

直蓋晨言言翌旦逗
理化学研究所か瞬 :.-::.・ ン J-~已豆可·~1<- "". 
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研究で利用する世界最高性能のビーム加速器と磁気分析装置
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► 陽子はプラス（＋）の電荷を持つので、陽子同士は静電気力で反
発します。原子核の中に複数の核子（陽子と中性子）を閉じ込

めるためには、この反発力よりも強い引力である「核力」が必要です。

► 湯川秀樹博士が日本初のノーベル賞を受賞したのは、この「核力」
の研究によります。核力は複雑で、核子の速度やスピンの向きの違
いによって、引力になったり斥力になったりします。

► 核力の性質を研究することで、人類の究極の問いである「私達の
宇宙がなぜ今の宇宙になったのか」が分かります。複数の中性子だ

けでできた原子番号0(ゼロ）の元素を合成できるかも知れません。
► 核力を詳しく理解し、原子核反応を精度良くシミュレーションすること
ができれば、医療応用や新エネルギー開発に貢献できます。
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4中性子だけの原子核、 がん治療用放射性
テトラニュートロンの研究 医薬品の製造 核融合炉の実用化
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